
平成年月日 月曜日 (第号付録) 月目録官 報
二
二
〇

平
成
三
十
年
度
の
初
日
か
ら

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日

ま
で
の
生
鮮
等
牛
肉
及
び
冷

凍
牛
肉
の
各
輸
入
数
量
及
び

各
協
定
対
象
外
輸
入
数
量
を

告
示
す
る
件

三
一

九

二
二
一

平
成
三
十
年
度
の
初
日
か
ら

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日

ま
で
の
豚
肉
等
並
び
に
生
き

て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
の
各

輸
入
数
量
を
告
示
す
る
件

三
一

九

二
二
二

平
成
三
十
年
度
の
初
日
か
ら

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日

ま
で
の
生
鮮
等
牛
肉
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
品
に
限

る
。）及
び
冷
凍
牛
肉
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
品
に
限

る
。）の
各
輸
入
数
量
を
告
示

す
る
件

三
一

九

〇
財
務
省
、
農
林
水
産
省

一
一

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
附
則
第
三
十
五
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
の
主
務

大
臣
の
定
め
る
利
率
を
定
め

る
等
の
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
〇

三

一
二

農
業
信
用
保
証
保
険
法
第
五

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
項
の
主
務
大
臣
の

定
め
る
利
息
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
〇

四

一
三

中
小
漁
業
融
資
保
証
法
第
六

十
九
条
第
一
項
の
主
務
大
臣

が
定
め
る
利
息
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
〇

四

〇
財
務
省
、
経
済
産
業
省

四

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
別
表
第
一
第
十
四
号
の

下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
特

定
の
中
小
企
業
者
を
対
象
と

し
、
か
つ
、
中
小
企
業
に
関

す
る
重
要
施
策
の
目
的
に

従
っ
て
貸
付
け
が
行
わ
れ
る

長
期
の
資
金
と
し
て
主
務
大

臣
が
定
め
る
も
の
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
四
187

四

〇
文
部
科
学
省

一
六
五

教
科
用
図
書
検
定
申
請
受
理

種
目
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
170
二
五

一
六
六

文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指

定
す
る
件

一
七
182

八

一
六
七

重
要
文
化
財
に
文
化
財
を
追

加
し
て
指
定
す
る
件

一
七
182
一
一

一
六
八

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

を
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
す
る
件

一
七
182
一
三

一
六
九

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
を
追
加
し
て
選
定
す

る
件

一
七
182
一
四

一
七
〇

専
修
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ

ア
形
成
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

認
定
に
関
す
る
規
程
を
定
め

る
件

二
四

三

一
七
一

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を

抹
消
す
る
件

二
七

一

一
七
二

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
新
高
等
学
校
学
習
指
導
要

領
が
適
用
さ
れ
る
ま
で
の
間

に
お
け
る
現
行
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
の
特
例
を
定
め

る
件

三
一
192
七
一

〇
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省

四

社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学

校
指
定
規
則
附
則
第
六
条
第

二
項
第
二
号
及
び
第
三
項
第

二
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学

大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が

別
に
定
め
る
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

七
174
一
五

〇
厚
生
労
働
省

二
九
七

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
を
予
防
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す

る
技
術
上
の
指
針
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三

一

二
九
八

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医

療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及

び
一
般
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

八

五

二
九
九

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係

手
数
料
令
第
十
二
条
第
一
項

第
一
号
イ

の
規
定
に
基
づ

き
特
別
の
注
意
を
要
す
る
も

の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の

指
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機

器
の
一
部
を
改
正
す
る
件

八

五

三
〇
〇

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

生
物
由
来
製
品
及
び
特
定
生

物
由
来
製
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

八

五

三
〇
一

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

十
三
条
の
二
の
五
第
七
項
第

一
号
に
規
定
す
る
医
療
機
器

又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の

区
分
を
定
め
る
省
令
第
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
品

目
ご
と
に
調
査
を
行
う
べ
き

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

が
指
定
す
る
医
療
機
器
又
は

体
外
診
断
用
医
薬
品
の
一
部

を
改
正
す
る
件

八

五

三
〇
二

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

八
175

八

三
〇
三

フ
オ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能

講
習
規
程
等
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示

一
三
178

一

三
〇
四

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
試
験
検
査
機
関
の
登

録
を
し
た
旨
を
公
示
す
る
件

一
五

三

三
〇
五

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
一

二

三
〇
六

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
の
指
定

を
取
り
消
し
た
件

二
一

三


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